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第■章　　桁　　　　季喬

§畠1．概　　要

　　桁橋グループは、表一1に示す6つの橋梁について調査を行った。その基本となった

　各項目を構造系統図として図一1に示す。

　　調査結果を§2～5に示すが、§2では各橋梁の概要：を示し、§4、5で本体および

付属物の構造詳細を示している。§3では、本調査の中心である国内の代表的事例との

比較考察を行っている。

　各資料とも我が国橋梁メーカーが応札時に入手した図面をもとにしたものであり、橋

梁数も限られている。したがって、海外の桁橋の構造として一般化できるものではない

　が、以下に示す事項が調査結果の共通点であっだ。

　　・床版ではハンチ部に傾斜がなく、ま炬、折曲げ鉄筋を用いていない。

　　・主桁の本数が少ない。→P　C床版の利用、縦桁の設置

　　・断面変化数が少なく、ま炬、変化させる場合は添接位置とすることが多い。

　　・添接位置で部材を折り、部材の直線化を図っている。

　　・腹板の幅厚比が大きい。

　　・対傾構あるいはダイヤフラム間隔が大きい。

　　・横構を省略している。

　　・支承は鋼板の溶接集成タイブとしている。
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鋼桁橋　 本体構造

ブロジェクト名，橋名

平面・側面図．断面図．型式，橋長．支間，幅員，桁高，桁配置，最大部材長

工事場所．施主（国名），コンサル（国名）。施工業者（肉名），鋼重，工期．工黄

床　版

主

その他

・属遍讐1

RC床版｛魏1撫驚鷲誠篶器禁料（規格）

pc床版｛蹴：撫露鷲謡鷺露黎料（規格）

その他
㌧　　　　　　　　　　　　●

欄一［獅｛噺霧灘藩三態：ll論

横　　　　桁　：　断面，問隔．継手．材料（規格）

横　　　　構　：　断面形扶，配置，継手，材料（規格〉

その他　　　　　　　　　　●
構造図，特記事項．材料（規格）

構造図，特記事項，材料（規格）

D

図一1　海外橋梁構造比較一覧系統図（鋼桁橋）
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最大部

材長m
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皇観、橋梁．構造．上．ヒ較．＝、覧．．．（鋼．桁橋》、．． （ ／ ）

基 本　　事　　項 （2／2）
工　　事　　概 要 そ　　の　　他

No 工事場所 施主（国名） コンサル（国名） 施工業者（国名〉 鋼　重 工　期 工費

1 Adha蜘ah 卜1inistryof叶ousing 一〇unse“CGnsultants

一 一 『 一
PrecastU　Beam，銅I　IBOXの多数連からなる

Bridge 邑Construction Ltd、London ここでは鋼桁を取り上げる

Approaches StateOr3ani2ation

karkhSi【le of　Roads＆Brid8e BOXの上万ンジはなく　RC床版によりBOXを形成

（iraq）
Republic　of　lraq している

2 Stateohlaska‘US4）

　Yukon　River

Stateof　Alaska

bepertment。fUigh剛s

S土ate　of　Alaska

Depertmen七〇f　Hl8hways

卜1ANSON・OSB［RG　CO，

　（現地架設業者）

4500t 製作　73－3

　　パ75－1
｝

OIL　PiPELINE工事の一貰であり，PIPELINεを支える
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架設　75－1

厳寒の地・50。F（q5，6σC）での、80≒0級鋼（妬14〉の使用

～75－10
のため、　脆性破壊防止の厳しい衝撃値が要求された

5基の鋼製橋脚（H；9哩39m）を含む
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名　　　　称 場背　　造　　オ既　　要
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海外橋梁構造比較ご覧．（鋼桁橋） （ ／ ）

基 本　　事　　」：頁 （2／2）
工　　事　　オ既 要 そ　　の　　｛也

、
、

工事場所 施主（国名） コンサル（国名） 施工業者（国名） 鋼　重 工　期 工　黄

恥W　lllロle三ms Shte‘⊃目．こ川siana Danie』旧ann， R‘）ilteLA－llS90がミシシッビー川を越える

3
（R‘川let、へ一り～IIO） 印，s．亀．） ．lohl1S‘川邑He“一量eIlhall 個所ここかかる右岸帥1の取付高架橋とランブ

dl．S．A．） 僑で225‘1．76Ft（687m）区間の橋梁。
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　　　　　　　　　　●

海外橋梁構造比較一覧 （金岡朽ラ才喬） （

●

／ ）

＼
＼
No、

基　本　事　項　　（2／2）
工　　事　　1既　　要

そ　　の　　他
工事場所 施主（国名） コンサル（国名） 施工業者（国名） 鋼　重 工　期 工　黄
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3．GreaterNeuOrIeans門ississipPi海外橋梁構造二国内の一代表的．事例．と一の．比較．．（鋼桁橋）、．一
　RlverBrid呂eNo．2A陣roaches （■／3）

オ喬名　＼

3．

G『ea量er　Ne〕

“rleans

卜lissisiPpi

River　No．2

へpproaches

音区材名称

床 院反

主

ホ行

フランジ』

腹　　4・反

内 容
吻η’‘5　’AO飼
8’一”一　ア0　2■・〇一

4’・o戸

κ‘σ胴《ノ

84尺月’ご月

■！・6・

TO　◎・o■

　　あ　　燃附’〆
　｝4ビ　・‘r‘伽‘翻月，‘月

1
．
伽，86）　　1

…歪葺・

　　　　　工場溶接
　　　　　　　　　　　ロピサをし　　ゐぎメくコハぎ

垂直擁剛紐

水平袖剛材
耳

5藍　　　　　轟5』

＿！『

耳■

　　　　丁昌4国5）邑鵡色
　　　　57’置F置．e．

　　　5ン5＝肩盈σγンリ

考 察

・床版支持問隔2．03mで合成桁であり

　しかも縦桁で支持していることを考える

　と版厚17・8emは我国のそれと比して

薄い。

・折れ曲げ筋を使用していない。

・かぶりが上面で大きい。（塩害対策）

・鉄筋量は約200kg／m」

・床版ハンチは一定で直に上げている。

・最大フランジ厚2”　（50。8mn）で最大巾

　36”　（フランジ巾／桁高＝1！3．3〉

・幅変化はR加工としている。

・添接位置と断面変化、主桁σ）折れ点が一

致しており、一部伺問は直線である。

更に対傾情取付位置も一致している。

・板厚変化は最大で3！8”（10mm）程度

　（隣接断面）

・腹板高120”に対して板厚1／2”で水

平補剛材は一一段のみ

　岡隻板厚／腹阪高＝＝　1！240

・水平補剛材醐RとLの2種類でLの取付

はボルトとしている。

・水平補剛材と垂直補剛材は同一面に配置

　していない。

国内の代表的事例

く道路公団・標準設計〉
　主桁間隔2，6111，版厚23c購1

＝贋f留，言始

く同上＞

　　フランジ最大厚32m旧，最大断面長1舳
　板厚変化10皿1胴以下
　板巾　〃10cm　“

』b［　　　⊥量咀　　　＿＿＿＿

　　－←一1：＝』・9。1蜜：臨嶋匿…

1　　早 “　　＼

コ　1－

　■　■■ρ　　一1

　　■1

1一　　　　一

』再　1■　■ 臼

；罠

轟＝
≦§

ゆ
↑

年

1〆

　　8il
　い〆ドー　　　　　8

．心　一
，』甜

　み＝
門
再
』
　
¶

愚三

　＝

．き

　　i
い1

く同上＞

惣解接ド耀潜鞘靭瀬

　　　　　　　　水手順剛材漸岬評曜田腹板厚／腹板高

濯器隔2段任丁
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海外橋梁構造二国内．の代表的事例．と．．の比較．（鋼桁橋）一、 （3／3）

オ喬名
音5亦オ名称 内　　　　容 考　　　　察 国内の代表的事例

1．

トΩol〔・Ilai

　Ri㌧erBrIll呂ヒ

｛寸

勿

支　　承

θ 8
　可動沓

　　C－5εc〃04
～
0刀》瓢ノ（命459

・支承板支承であるが板材を多用している

・査高は75！8”（反力850kips）
　　　（約20【：旧）

と低い。

・すべり面の処哩

　　ソー阻九一｝F面：Stainlesssteel

　　　　　　　　slillln8Sl”一faし℃

　　支承板止面　：mass－fibre
　　　　　　　　ramforceIi　TFE
　　　　　　　　bearil1とS”rfa‘＝e

＿＿鯉訥＿

＿　　　　 90Q　　

鯛
亀

　溶接構造による
　　　　　　　　　 斜o＿

⑦烈〕・T）■h

奄

ヰ φ

　　　　C

『！．1；

　　』　　　　　　　　　　　一　　．　一

『 曹　　　一
グ　！

卜9、P

■6　’

i 　　iρ’γ戸血49σ’

c　　ゆ¢4吻54〆勉
α4‘‘一陥馴冨油伽“ノノ，ε

｛申　　縮

2”2一一2％｝3ウ3κ3－3” 2燈2㌧
・フェィスプレート（櫛形）を端対傾構の

．と弦材に固定する方式としている。

・排水樋にllyloII　fabrlcを使

用している。（1／8”厚）

・標準遊問1’でフェイスプレート厚l　l／2”

　（38m蹴）である。

富

65φ

24．5φ

銅床版の場合の例（フ・イ耕一峻

　　　　　　　　直接取付）
　　　　　735

シール初充矯

卸 Z30

1殖　　　　1 多” “0　　70 肚85 70　”0

一25 　25
　1
シール材

　■ノ

／

　』

l
l
l
／

1 n

1仁0曜

　賢■』9げ1
＝＝二口41

　　11
　　11
　　11
　　11
　　11
　　Aし
　　』一

零窪 訥
一

＿　瑠　　』糊 ロロ　o

舞　～

8
9
臼

1 ・斜N警 聖
　！　　、一一一一騨
　ノ／『『一一一一ノ！

㌣
器 ’獣零・ 甲7泌

　　　一

2邑65

8
岩 ，｛ ックア77”

0
503 m

3
50

2135　　270
16　　　　　　　　　99

その｛也



5．Uraijah一ト1u2ahmiyah．1』lnctionRoad

海．銚橋梁構造二国内の代表的事例．と、の比較…（鋼桁橋工 （■／3）

　＼　　＼

オ喬名＼＼
5．しlraliah一臨zah鵬iyal

．1し”1dionRoad

薔Bホオ名称

床 版

主

牟行

フランジ』

腹　 左反

内 容 考 察

．日塵匿肇墜糞
鮎…一

↓　綜　↓欝1離i’

　　　　ゐ露　　き
　　　　　　　雛旨雛5臨

　僧r㎝κ珊6’舶‘艀　　　　　　　　　一

宮宝

1，．ハンテの傾斜
ハンチに傾斜を設けず、垂直

に立上げた形状としている。

2，鉄筋
折曲げ鉄筋を使用していない。

3，縦桁
横桁（Floor3e卸）の上に載せ

た型式としている。

1，添接

　　　4十一十
　　　げf35ρ己κf

　部の突饗繋翫
　　　　　＼］1　　・
　　　　　　　　　皿囎押泓

1．添接

ボルトの配列を一様とし、Spl　ice　Pla意e
を用いていない。

2，変厚部の突合わせ継手
傾斜のとり方が国内の場合に比ぺて急で
ある。　（　1　：　2。5）

国内の代衰的事例
5．ElO床随のハンチ

1”　皿版には、支距げた上でハノテを股けるのを原襯とする．

1鋤　床版の’】ンリ』の傾斜は．　1二3よりゆるやかにするのが望雌ましい，　1

＝3より書つい槻創よ，酔6L5に示す坊にい3までの層ぎが酬瀬

としてイi効な断面とみなすものとす石．

　　　　　裳

　　　　うホコハアチ　のぱ　リイガゆぼさ
1書1・，榊那剛上り’・γチには、！・γ乎下確沿って脈餉加闘

漣陥姻財るりが蹴しい9この場合・’10碑脚離］隔以上と
、㌧、しFその問陥はハソ仰雌悶‘いてけたに直触向に配躍れた封識

の下側鉄筋聞隔の2鱈以下とする。

（日本道路協会：道路橋示方書・同解説皿鋼橋編、1980年
2月　より）

1，添接 12，変厚部の突合わせ継手
1　4、z』突合せ憾手
‘

1隈鷲繍畿t蹴膿轡＾に

（国内の標準設1
計の例）

　恥・幽甑はそo丙加弗【る棲を焚合琳｝瞬硯　　 曜1，5肝

ほ膿器課禦長1努認：詳＿2コ

i灘論橋示方qg
・謂解駕騨橋編・1980噛：1曝鰍

oc



階

海外橋梁撞．造二国内の代表的．事例．．と．．の比較．」（鋼桁橋、工． （2／3）

1喬名
音B木才名称 内　　　　容 考　　　　察 国内の代表的事例

5．Urauah・卜luz“hmiyah
　．1川1軌；ti｛川Roa巳1

行

タ“イヤフ

ラム　（文寸

f頃構）

磯
　3測膳繊濤
鶴判

魂∫淵酬

1．部材芯
対傾構と横桁の部材芯が偏心している。国

内の事例では部11芯を合わせることが多い。

2．対傾構の主桁への取付け
　主桁腹板の垂直補剛材に直接、ボルト接合
としている。国内事例ではガセット・ブレー
トを介しての接合が普通。

即製

1『’｝些”喝“

r一ご諒「
　　　　　　　均『μ噂輔

　　　　　　』肇i讐ごま
　　1譜＝1；醤＝3：1認

肉
／令　　　1

　　　　　鳩諏ゾ酬1…i

［斡墨議彰ll…
　コー調〆らρ♪

　　　『

一　　a

顯
甚｛

　　　　　　　l
　　　　L・o㌧一

L㎝一」一一．ひ蹴一．．．劃狂欝。
4　　灘i撫　　　3団’ツ．『3野

　　　　　　　町咽’一　…”1

　　　　　　　　　　　■　　　　F　　l1

（国内の標準設計の例）

1黄　　桁
（FloorBea旧）

上図参照 1，縦桁の取付け
縦桁σ）横倒れ防lh部材がない。

2　横桁の補剛材
綾桁取付け位置直下に垂直補剛材を設けて

いない。

準
囮一解τ，4，I　aげ丸の床げ自へり取∫書け方筐の例

（日本道路協会：道路橋示方書・同解説“
鋼橋編、1980年2月　より）

フ“ラケツ

ト　・桑黄1蒜

その｛也



橋名
5．Uraijah・

　怖lza㎞醇ah
　畑ctionkoad

海外橋．梁構造＝国内の代表的．事例一と、．の．比較一一く鋼桁．橋）＿ （3／3）

音βホオ’名称

イ寸

属

物

支　　承

｛申　　縮

そのf也

内 容

　　　　耐慰帥

蕩蟹

　　　　　r■ρ　　　じ

支持式ゴムジョイントを使用。アンカーポル
トにより床版に固定するタイプである。（詳細
図なし）

考 察

1　Yラーメン橋であり、脚柱下端の支承は
は全て固定支承（ビン支承）である。

2・材料は鋳鋼（CastSt㏄1）としている。

3　橋台上の支承については、水平方向にも
アンカーボルトで橋台に固定している。

構造詳細は不明だが、Altemateとしてト
ランスフレックスジョイントなどが指定され
ている。

NeoP『ene　Expa『6i　on　jo　i　nts

　　㈹】文σノov一確”㌧乃〃r　　　　し燭5∫κμ酬一γの〆〃r　　　　（’梛〉■dκw！3吹汐碑一

Abutments　1　＆　2 ExpansionJoint2 Expans　ion　jo　i　nts　1　濫　3

国内の代表的事例

　　コヒリ

ビン支承の例

『「

ギ訴 1

（日本道路協会：道路橋支承便覧、1973年4月　より）

販付け断面嵐000・150・230・330

シーラント層摩　　 」一〇一一』

殴購輔
　ロ　　はにコリゆにハけるギロロハほロレノンぬてありまぼロ

　支持式ゴムジョィントの例
（トランスフレックスジョイント）

（奥村他1設計・施工のための橋梁ハンドブック、1975年豊2月
より）

霧
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6．Kodiak－Nearlslan－Crossin9

海外橋梁権造二国内の一代表的事例．．と、の比較＿（鋼桁橋）一一 （■／3）

オ喬名

6．騒odiak－Near
　　l　s　I　and　C「oss　i　n8

剖3本オ名系鉢

床 版

主

右行

芸『三霜イ了酉己置

フラ）ノシシ

腹 左反

内 容
緊

き

藩嫡轍
　　　　除仏u鯉c”　DετAIL

．騨、

PI［眞5233

噌　礪．
　＿　　　　　　　　　　AN6しE　POl四マ5
　P』一R　4　　　　　　　　　　』肘5P鯛喝
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　睦　　　ト　ー1■’

』＿　　………，’』一一

一・纏一．一・

藁『罐一，巴一一

認
魅醐

響雄轟ツ欝讐讐
　　梅．　　　　奢、鎚　　　　コ崎凡靴　 、．調慰、

．L一、板厘

　　　　　史恥、一

考 察

．L四至の傾鎧
　ハンチに頗斜を設けず、垂直に立上げた形状としている．

翫鉄筋
　折曲げ鉄筋を使用していねい。

■よ増極及廷角折益
　麦問の途中で主桁本数を変えている．国内では余り例がない．
　したがって、外尉主桁2本に、それぞれ2ヶ所の角折れ点
（Aogle　Poin色）を設けている。

』L，添撲
　フィラー・プレートの使用により・添接部でフランジ厚さを
憂化させている．また、スフ’ライス・プレートの長さが外剛と

内側とで異なっている
測螂でフランジ与レートの轍獄て㌧・る．また、餌

部の突合わせ継手における傾斜の取り方が急．（1：2．5》

2　材質
　智通鋼と高張力低合金鋼（A．S，）とをh瞬して使用．すなわ

1ち、
　　下フランジ…全てA・S・；上フランジ…《㎝1A鵠とA・S・
　なお、A．S．については、以下のように使い分けしている。

　　t52”…AS1岡瓦588またはA5了2Gr。50
　　匙　＞　2躍　”・ASτh　A588

．L．叛厚
　国内蜆準で規定されている最小厚より薄めとなっている．酬
えば国内では、水平補剛材のない場合、SS4iに対しては、
　　色≧b刈52（b：上下フランジの繰問隔）
であり．左図の例についてこの規準で算定すれば最小板厚は

　一5且0ρ富3．048■幡
　，o．bノ量52　；　3，048ノ聖52　≒　20　■■

となる．ところが実際に使われているのはこれよりかなり薄い

板厚（い51ぴ≒16囎1）のものである．

盆一蔭鐘
　ポルトの配置を一様とし・添桜板を分割していない。

旦」オ質
　昔通鋼（馴A36）と高張力低合金鋼（㌫S．》とを併用して
いる．板厚によるA．S．材の便い分けはフランジ材と同様。

国内の代表的事例
5．1．10　床履のハンチ

佃　賑版には，支胡げた上でハソチを設けるのを鳳則とする，

陶　床版のハγチの傾嗣1■，L；3よりゆるやかにするのが皿まし㌧㌔1

　3より暫つい場含は・図・6・L5に示すようにl　i3までの彫さが距版．

　として有勲な断面とみ欺†ものとす㌔る。

　　　　　　　　　嚢

　　　　　　図一6．1，5’・ンチ聞o床版O有動彫さ

③　鎚さが8山以上のハン，には，ハソテ下面に沿ってけた直角方向に用

　心欺訪な配置ナるのが田ましい，この腸倉．用心鉄飾は口怪且3餉以上と

　し．その問隅はハンチの位置に翁いてけたに五角方向に配置された床販

　の下闘鉄筋既隅の2傍以下と†る．

（日本道路協会；道路橋示方書・同解説皿鋼橋編・1980年2月　より）

雌コじ【
　フィラー。プレートを使うケースは少准い．スブライス・プレートも外・内則と
も同じ長さとするのが皆通．
　薦擢部でフランジ・フレートの唱を変化させることは余りない．また、変厚部突
合わせにおける噸斜の取り方は・道示では1！5以下．

2．巡コ覧江
　同一主桁内では同一鋼種とすることが多い。

恥魁v5以下

控2皿o，4駅　　　板

2」。鑑2』上工
（国内の標準設計の例）

　ブレートガーグーの晦摂邸は訣■84・1に示す統以．Lとしなければなら吐

　訂算応力度が許蒋応力度に比ぺて小さい場’『は．衷r巳4．1の分母を

1＝Y亨3i蛎丙印丘醗ヲ可琵凌江蘭葡1下獅罰1茄『“厭　傭することができ

る●ただし，量．2侑をこ貞Lて5よならない．

　　　　　誕一臨41　プレFトガ冒〆ロの醗小凹甑解

　　　ゆ．上下丙フ，γジの鈍震焔（r■）

（日本道路協会；道路橋示方書・同解説町銅橋編、量980年2月 より）
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海外橋梁構造比較．＝＝覧 （鋼桁橋） 　（　　／　　）
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海外橋梁構造比較士覧．（鋼桁橋）．
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No

1

2

、本　体　構　造　　（5／6）

主 ホ行

ダイヤフラム（対傾構）
支点上ダイヤフラム（対傾構）

母 ホオ

断 面 継　手 材料（規格）

ネ甫　 岡01　ホオ
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海外橋梁構造比較ゴ．覧．、．（鋼桁橋）． （ ／ ）
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本　体　構　造　　（6／6）
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海外橋梁構造比較ご覧．（鋼桁橋） 　（ ／ ）
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中悶支4耐lll

her9のみ l
l

　”　　ρ’
に謄、尋 o

J

PI／2”×8”
3，75”

㌔

1
耳に

㊤
輸
、1

P｛7ン’1一取村部

（0，fl5旧）

　～
－
眞 凶

．？

N Pド×8”
の

幽
5 昭

中問支点をはさ
ん郡2’区間のみ

5。21”

（1．32“1）



　　　　　●

海外橋梁．構造比較＝覧一，（鋼桁橋）一 （ ／ ）

No

本　　｛本　　構 造 （5／6）
主 季行

タ“イヤフラム （文寸f頃1背）

支点上ダイヤフラム （文寸櫃頁石諺） 中問ダイヤフラム （：文寸｛頃構）

母 材 ネ甫 岡嘘　材

断　　面 問　隔 継　　手 材料（規格）断　　　　面 継 手 材料（規格） 断　　　面 継　　手 材料（規格）

20’一〇”

けo
l＝ii

，，

20’

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

□
i
　
　
l
　
　
　
　

ヒ

I
I

m咳ζ
　5

i liii
iI

ご3 　／乃　　眠
ノ〆 　〃

、イ”

　ノ　　　　甲
24－4箆 中間奴止と

、之二　　　　　　　　　5 即 同様

1弦｝」　》21×5了

斜け　　四×壮

ド弦柄　　1、r7x：≦o・5

（注）中問嫌ヒ脚liiの
　葺巾い1，に馬琳購

　　　ノ　　　　　〃　　23－3瞼

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　一　　　　　　　一　一　

　　……i
　　I

J一

L弦材　｝21×57

斜材　　）7×37

ド弦材　曽　x24

（注）端嫡及ひ中間部

　　，　9　　　　9ノ

ヱ0～図

‘4　一 ’　　”

22－9 辱奪
、　－　　　　　　　　　　　　＼　／ ・診 職． 『　一　　一　一 ∫

4
十　．〃
　伽　形

　1

妨 26二〇”

，『レ

1．弦材　　P5／｝玉”

1ぐ弦ll、斜材　》T6×17・5

qr）L弦材1燃1』を勇良lllして

　いる。

P3岬　　　‘〆
　　　≦ミli雛

　　　　　　5マ
　　　　1

！
　
魯
　 一τ●■帽

謳　曹

中間部全て〕T“XI5

中『器伎点部wr6×17．5

喰g〃ス9
き　　1

．電］1

灘置

辱
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3．Grnal，PrNρwnl・loangNi舩i蜘Ppi
　klv電・r　IlrM”eNo，2A叩r蝋しh尉

皇敏」』橋梁構造上、ヒ』鱈．（叢騨．猶…賦喬．〉L． （ ／4，kooしenaiRi）er臼ridπo
）

No

｛寸 属　　物 （■／2）

支 承
｛申 縮

構 造 図 特　記　事　項 材料（規格） 構 造 図 特記事項 材料（規格）

＝3

・可動沓は0ッか型式である。 止色殉一 4’ l　l3％蠕 4■　’乙6芦’ ζ ・フ1イスルトは3！4”と薄いためll，

AS1’岡A36

し料
’一 、』3茜。 ’e

・板材を多く使川した1割妾構造を 断面図・ ，レトで補強している。
霜r『。

勃 ，主体としている。 ASTNA486 hii訊 1島

　，ε｝ρρ乙

i

／ρ‘

「 ・アンかリフを桁に柵で固定する構
［　■閣

，

顎
‘竺玉． 趨．．ニヨ 　　　一　『

：　1　」 ・アンカー甜トの箱抜きに鋼製’iイフを class70 r　、＝

　、　rr　、
「
一

’ 、　iこ・
1、

＝
造を採用している。

冨騨1 ．．．÷＿ユ ノo

下．隔源7
，
一

威霊“聯へ

堆5i‘簗｝こτ I
L

強、 i
使用して、セット時無収縮モ鳳舛を

　　＼％7，“
一　　　　　　　・

●　　◎　　　、

＼
．
π
ユ

・排水型である。

晴一〇　＝智二二一

”　1

　　藁
充てんする方法をとっている。 じ’7’ 　、斗＼1陶 画 ￥，　到

嚇器ノ茜

肉＿

一
幽
幽

り ＼麟欝
A

可動沓
固定沓

ドρ乙・扇鍾ガ砿

平面図
尋 寺

、’‡層’

　　　一　－ §

ぽ

N
（リブ） 袖

遭

』＿
￥一　　　　　　＿～

4

A 下万刀

　ソー1けレト
・ヘァリ刀フレトタイ，である。

AST隅・A588

‘9“”州‘一初慮4
8が廃9ん》8岬り9’ダ
16旧ρσ写々、響

　718”φBolt

略　　　　醐轄
・1 ・フ・｛ス九尋を端対傾構上弦材に

フ■イスフレト用

＿　　　　＿　　　　一　　　　一

曽

一≡一”
・橋軸方向の回転角は1。以上と 藤．、繋

　　　　　’
．⑨Q◎ε⑨α

o　　　　　o

　　　　一　■

o
一
皇
．

£・

0・ 棚トで固定する方式をとってい

ピ淋ン
眠㌧ 曹一一一シリン9－

規定している。
1　一． 甜卜

幣 る◎

，
亀

一
署『 ．二 AST凹一A320

、

i J
　
l

・可動支承の移動方向は固定支承 　◎　　⑪
o　　　　　o

　◎　　◎
o　　　　　o

◎o
6’

　o
．¢

・排水の樋にレ8”のナイゆを胴い

、1ガ”“

D『yP鷲欝砦i、ゴφ

　、一5”φのス9ント醐付

／

と結んだ線の方向としている様 ”

論
7，一6” 門axSectiOnしellth ている。

Grade　B－3

麟姻 である。
（38㎜） （2，3m）

』料

fabric

億ainleSSSteel

　Slidillgsurface 鉾＝＝モ瓢嘉
1I

Il 鴛
一1■　・

11

可動沓

（注）

A－A Grass・fibre　rainforced
TFEbearingsurface

Iil

越
　　　　慶

　　　　一　一一
齢一・・巳ゴゴ・

工をせず、

固定恋は同様な構造で帰ルトと
ヒ恥を溶接で固定いすベセ）面加

　　　　　セもない。

32” ×1／8” Elastomeric　nylon
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